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根室市 春国岱 原生野鳥公園 ネイチャーセンター

ネイチャーセンターだより
コムクドリ（ムクドリ科）新・いきもの図鑑

【参考文献】
・小池重人 .2007. 生態図鑑コムクドリ . バードリサーチニュース 4(9).
・高田勝･黒沢信道･三浦二郎 .1981. 根室地方の野鳥 .

　つぶらなひとみが印象的な、開けた落葉樹林に住む渡
り鳥で、春国岱周辺では東梅自然学習林や第二浜提の林
でよく見られます。東南アジアで越冬し、北日本とサハ
リン南部のみで繁殖します。キツツキの古巣など樹洞内
に産卵し、巣箱もよく利用します。
　新潟県における研究では、子育てを始める時期（産卵
開始日）が 2005 年までの 28 年間で 15 日も早くなって
おり、気候変動（温暖化）の影響と考えられています。
高田勝さんらは、根室では、コムクドリは「5月中旬に
なってから渡来します」と書かれていますが (1981 年 )、
近年は 4月下旬に渡来している年もあり、根室でも渡来
が早まっている可能性があります。食物の木の実や昆虫
の時期とヒナの成長期がずれてヒナに悪影響が出る恐れ
もあり、生息状況にきちんと目を向けていきたい鳥です。

5 月下旬にオオハクチョウが見られました
　日中暖かい日が増え、春めいてきた 5月 23 日、春国岱の泥炭地にオオハクチョウが 3羽い
るのを、ネイチャーセンターの観察窓から見つけました！最初、白い姿がタンチョウかと思っ
たのですが、よく見るとどう見てもそのフォルムはハクチョウ…。

※写真は 2018 年 6月 25 日に春国岱の南側で観察されたオオハクチョウ。

　日本では、ハクチョウの仲間は冬に見られ、春先には北へ渡っ
ていく冬鳥です。春国岱では例年、10 月上旬に飛来しはじめ、真
冬は本州などに移動しますが 3月には再び現れ、そして 4月下旬
にはほとんど姿を見なくなります。そのため、こんな季節にオオ
ハクチョウ？と驚きましたが、過去にも 2018 年には、6月に春
国岱で 1羽が採食している記録がありました。今回の 3羽も特に
けがをしている様子はなく、しばらくするとどこかへ飛んで行き
ました。
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作業路（春国岱上は車両進入禁止）
観察路（小鳥の小道1.4km、約30分）観察路（ヒバリコース1.2km、約25分）

観察路（ハマナスコース1.4km、約30分）

観察路（アカエゾマツコース0.5km、約15分）
観察路（キタキツネコース0.8km、約20分） 根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター（入館無料）

東梅野鳥観察舎（東梅ハイド）

Ｐ

Ｐ

＜キタキツネ・アカエゾマツコースの補修の予定は、分かりしだいネイチャーセンターだよりやホームページ、Facebookでお知らせします。＞

エゾシカ

ヒバリコースは木道の一部が破損しているため、
海岸沿いに迂回路を設置しております。ご理解の
ほどよろしくお願いいたします。

木橋の一部が崩落しているため、キタキツ
ネ・アカエゾマツコースは現在修復工事中
です。ご通行いただけません。

ハマハタザオ

春国岱湾

自然学習林では、多くの花が見られます。また、
特に早朝はツツドリやセンダイムシクイ、エゾセ
ンニュウなどの夏鳥たちのさえずりが聞けます。

ヒバリ

タンチョウ

ヒドリガモ

ノビタキ

カッコウ

ハシブトガラ

オジロワシ

凡例
◎ ぜったい見られる（と思う）
○ ちょっと気をつければ見られる
＋ よーく気をつければ見られる
・  めったに見られない

　6月の見どころ予報

オジロワシ

タンチョウ 〇

オオジシギ ○
ネイチャーセンター駐車場付近や自然学習林に隣接する草原で、オスがメスに
求愛するため「ズビャク、ズビャク」と鳴きながら飛び、「ゴゴゴー」と尾羽で音を出
しながら急降下する姿が見られる。

春国岱

野鳥
（森）

木橋修復中のため、通行できません。

野鳥
（草原）

ヒバリやコヨシキリ、ノビタキ、カッコウのさえずりや広告声を聞くことができる。
シマセンニュウやマキノセンニュウも中旬までに渡来する。

花

自然
学習林

野鳥
センダイムシクイ、エゾムシクイ、ミソサザイ、アオジ、カッコウ、ツツドリのさえずりや
広告声を聞くことができる。上旬にはエゾセンニュウ（昨年6月2日初認）も渡ってくる。

花
イタヤカエデ、シウリザクラ、エゾノウワミズザクラ、エゾニワトコが開花、花盛り。
上旬から中旬にかけてヒオウギアヤメやシコタンキンポウゲも開花する。

〇

繁殖の季節。ヒナを連れた親鳥は警戒心が強い時期なので、十分な距離を
保って観察して欲しい。

センニュウ類 ・
夏鳥のエゾセンニュウやシマセンニュウが渡ってくる。
マキノセンニュウが来ることもあるが、年によって増減がある。

干潮前後に、干潟や消波ブロックに降りている姿が見られる。
風蓮湖周辺では、少数が繁殖している。

春国岱駐車場からヒバリコース迂回路沿いはハマハタザオが見ごろ。
中旬にはセンダイハギやハマエンドウも見ごろをむかえる。



　

　

エゾネコノメソウ　花粉を運ぶのは誰？
　ネコノメソウという花を知っていますか？
春国岱ネイチャーセンター横の小鳥の小道で
は、黄色い花と葉が目立つ「エゾネコノメソ
ウ」と、全体的に緑色の「チシマネコノメソ
ウ」という 2種類のネコノメソウを見ること
ができます。

　植物の花粉は、虫や風、鳥など、いろいろなものに運ばれます。ネコノメソウの仲間は、なんと花粉がカタツ
ムリに運ばれる、カタツムリ媒花と言われているのですが、その根拠となる論文が見つかりませんでした。カタ
ツムリが花の上を這うことで体についた花粉が運ばれるのだと思いますが、カタツムリは花に何をしに来るので
しょう？葉を食べに来るのでしょうか？

　先日、エゾネコノメソウの花に、カやハエの仲間がとまってい
るのを見つけました。小鳥の小道には、オカモノアラガイという
カタツムリがいるのですが、エゾネコノメソウの花に来ていると
ころはまだ見たことがありません。もしかして、昆虫が花粉を運
んでいるのでは…？ネコノメソウにカタツムリがいるのを見つけ
た方は、ぜひ情報をお寄せください！

チシマネコノメソウエゾネコノメソウ

　小鳥の小道ぞいで、シウリザクラやエゾノウワミズザクラの花
が咲き始めました。この 2種類は、やや小さめの白い花が、ふさ
のように集まって咲きます。チシマザクラやエゾヤマザクラと同
じ桜のなかまですが、見た目はずいぶん違っています。6月は、
2回めの桜の季節なのですね。
　さて、このシウリザクラですが、名前の前半の「シウリ」の意
味は、つぎのうち、どれでしょうか？

   しゅん    くに       たい

答えはウラのページ

①　「修理」。花ふさが、車の修理の時に使うブラシの形に似ているから
②　「尻」。葉のつけねの形が、おしりみたいな形をしているから
③　「にがい木」。アイヌ語で

シウリザクラ
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クイズのこたえ　答　③。「シュ・ニ」で「にがい・木」の意味とされています。葉のつけねが少し食い込んだハート形をしているのが、エゾノウ
ワミズザクラとの違いです。出典：更科源蔵・更科光 .1976. コタン生物記Ⅰ.

春国岱ネイチャーセンターのイベント情報

◆小鳥の小道の花めぐり
ネイチャーセンターのとなりの自然学習林を一周して、スタッフと一緒にどんな花が咲いて
いるか調べてみよう！道内全域で行われる野の花の一斉調査「北海道フラワーソン」の一環
として実施します。参加者には小冊子「花と虫のミニずかん」をプレゼント！

　◇開  催  日：6月 19 日（日）　9：30 ～ 12：00　
　　　　　　　※雨天等悪天候の場合は 6月 26 日（日）に順延
　◇集合場所：春国岱ネイチャーセンター
　◇対　　象：小学校高学年～おとな
　　　　　　　（17 歳以下の方は、保護者の方が同伴されるか、または保護者の方が参加申込確認書に
　　　　　　　ご署名ください）
　◇定　　員：20 名（先着順）　
　◇参  加  費：100 円（保険代含む。当日お支払い）
　◇持  ち  物：長そで、長ズボン、ぼうし、歩きやすく汚れてもよい靴（長靴がベスト）、マスク。
　　　　　　　飲み物、筆記用具、虫よけスプレー。
　　　　　　　お持ちの方は植物図鑑、ルーペ、双眼鏡（双眼鏡は貸出しもあります）

★新型コロナウイルス対策のため、ご参加の際に、参加申込確認書で当日から 2週間以内までの健康状態等について確認させ
　ていただきます。また、行事を中止させていただく場合もありますので、あらかじめご了承ください。

参加申し込み受付中！

根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター（入館無料）
〒086-0074　北海道根室市東梅 103 番地
TEL．0153-25-3047　　FAX．0153-25-8570
Eﾒｰﾙ．nemu_nc＠marimo.or.jp
HP．http://www.marimo.or.jp/~nemu_nc/workn/index.html
Face Book.  https://www.facebook.com/shunkunitai/
◆休館日： （開館時間 9：00 ～ 17：00）
　6月 1・8・15・22・29 日 　7 月 6・13・19・20・27 日
◆団体でご利用の方へ　（事前予約制）
　自然観察の案内や室内でのレクチャーなどのプログラムをご利用いただけます。 
 

フィールドマナーを守って
自然や生きものが安心して暮らせるように…
　●春国岱の駐車場から奥は、一般車両の乗り
　　入れは法律で禁止されています
　●観察路からはずれないようにしてください
　●動植物の採取や捕獲はしないでください
　●ゴミはお持ち帰りください
　●所定の場所での喫煙にご協力ください
　●キタキツネやエゾシカ、野鳥など野生動物
　　の生息地です。またマダニも多く生息して
　　います。ペットを持ち込んだり、放したり
　　することはご遠慮ください

ボランティア『スンク』募集中︕　

　春国岱ネイチャーセンターでは、施設ボランティア
グループ『スンク』で活動してくださる方を随時募集
しています。
　『スンク』は、ネイチャーセンター周辺の自然を自ら
が楽しみ、環境保全について学び行動することを目的
として活動しています。月に1回（基本的に第3火曜日）
の定例会で、自然学習林の巡回や道標・樹名板などの
管理を行ったり、市民向けのイベントを企画したりし
ています。熱いながらもゆるい楽しい集まりです。
　ボランティアに興味のある方、定例会の見学ご希望
の方は、ネイチャーセンターまでお問合せください。

◆対象：18 歳以上
◆年会費（ボランティア保険料含む）：1,000 円

ラムサール条約湿地

風蓮湖・春国岱

2005 年 11 月 登録　


